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新年のご あいさつ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
町
政
に
対
し
格
別
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
合
併
10
周
年
を
記
念
し

て
多
種
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
記
念
事
業

を
通
し
て
、
町
を
盛
り
上
げ
、
ま
ち
の
良
さ

や
魅
力
を
再
発
見
し
、
そ
し
て
郷
土
へ
の
愛

着
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
る
2
月
1
日
に
は
、

合
併
記
念
事
業
の
総
仕
上
げ
と
し
て
合
併
記

念
式
典
を
挙
行
し
、
式
典
に
合
わ
せ
て
、
イ

メ
ー
ジ
ビ
デ
オ
や
越
前
ふ
る
さ
と
音
頭
の
発

表
、
そ
し
て
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
堀
尾

正
明
氏
を
招
聘
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
未
来
に
つ
な
ぐ
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
越
前
町
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
福
井
県
の
新
高
速
交
通

体
系
の
幕
開
け
に
合
わ
せ
、
本
町
の
観
光
産

業
の
更
な
る
振
興
を
図
る
た
め
、
越
前
町
観

光
連
盟
を
設
立
し
、「
観
光
立
町
」
を
め
ざ
し

て
様
々
な
観
光
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
昨
年
11
月
に
は
、
観
光
の
拠
点
と
し
て

整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
道
の
駅
「
越
前
」

が
無
事
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン
以
来
、
越
前
が

に
・
越
前
水
仙
の
シ
ー
ズ
ン
と
も
相
ま
っ
て
、

連
日
、
多
く
の
観
光
客
に
お
越
し
頂
い
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年

を
「
観
光
元
年
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
出
発

で
き
た
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
の
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
丹

生
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
が
選
抜
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
国
体
と
3
冠
を
達
成
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
国
体
に
つ
い
て
は
連
覇
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
一
般
成
年
男
子
も
国
体
で
3

位
に
な
る
な
ど
、
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
総
選
挙
で
本
町

の
助
田
重
義
衆
議
院
議
員
が
比
例
代
表
で
見

事
再
選
さ
れ
、
皆
様
と
と
も
に
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
、
私
も
町
長
に
就
任
し
て
3
年
目

と
な
り
、
折
り
返
し
の
年
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
越
前
町
の
未
来
を
育
む
た
め
の
予
算
を

編
成
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
観
光
面
で
は
、
引
き
続
き
オ
ー

プ
ン
し
た
道
の
駅
「
越
前
」
を
拠
点
と
し
て
、

越
前
海
岸
に
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を
歴
史

と
伝
統
に
満
ち
た
織
田
、
宮
崎
、
朝
日
地
区

へ
と
誘
い
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
活
か
し
て

1
分
1
秒
で
も
長
く
越
前
町
に
滞
在
し
て
も

ら
え
る
よ
う
「
オ
ー
ル
越
前
」
の
お
も
て
な

し
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
観
光

は
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
で
す
の
で
、
町
内

の
地
場
産
業
と
結
び
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
体

質
の
強
化
に
向
け
て
生
産
基
盤
の
継
続
的
な

整
備
と
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
伝
統
産
業
で
あ
る
越
前
焼
に
つ
い
て
は
、

実
用
的
で
売
れ
る
商
品
と
し
て
町
内
の
観
光

産
業
と
の
コ
ラ
ボ
を
更
に
進
め
る
ほ
か
、
東

京
な
ど
大
都
市
や
海
外
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施
し
、
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
福
祉
面
で
は
、織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
新
た
に
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
弱
い
立
場
で
あ
る
障
が
い
児
の

集
団
生
活
へ
の
適
応
を
図
る
た
め
の
指
導
お

よ
び
訓
練
な
ど
に
も
新
た
に
取
り
組
み
、
福

祉
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

国
が
進
め
る
「
地
方
創
生
」
を
梃
子
に
、
婚

活
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
な
い

支
援
の
充
実
や
、
観
光
と
地
場
産
業
の
活
性

化
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
、
さ
ら
に
は
低
廉

で
ゆ
と
り
の
あ
る
宅
地
の
提
供
な
ど
、
若
者

が
安
心
し
て
定
住
で
き
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
、
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
豪
雨
や
台
風
等
に
よ
り
、

全
国
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
8
月
に
は
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

広
島
市
北
部
で
大
規
模
の
土
砂
災
害
、
ま
た

9
月
に
は
御
嶽
山
が
突
然
噴
火
し
、
多
く
の

登
山
客
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

災
害
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

越
前
町
に
お
い
て
も
、
大
規
模
災
害
の
発

生
に
備
え
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化

が
必
要
な
中
、
越
前
消
防
団
宮
崎
地
区
第
1

分
団
（
江
波
地
区
）
が
福
井
県
代
表
と
し
て
、

第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
、
13

位
の
好
成
績
と
な
る
見
事
な
消
防
操
法
を
披

露
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
第
2
次
阿
倍
内
閣
改

造
で
は
地
方
創
生
担
当
相
を
設
置
し
、
重
要

課
題
で
あ
る
元
気
で
豊
か
な
「
地
方
創
生
」

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
を
取
り
ま
と

め
人
口
減
少
対
策
に
全
力
を
挙
げ
る
と
し
ま

し
た
が
、
11
月
21
日
に
突
然
衆
議
院
が
解
散

し
、
12
月
14
日
に
投
開
票
が
行
な
わ
れ
、
結

果
、
自
公
連
立
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
の
助
田
重
義
衆
議
院
議
員
が

見
事
再
選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
政
府
は
平
成
27
年
度
の
予
算
要
求

で
地
方
創
生
に
一
兆
円
を
充
て
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
を
地
方
に
波
及
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
国
が
示
す
施
策
に
応
じ
て
、

行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
自
治
体
の

独
自
性
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
赤
崎
・
天
野
・
中
村
の
3
氏

が
受
賞
、
ま
た
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線

開
通
に
よ
り
敦
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

東
尋
坊
な
ど
へ
至
る
、
広
域
観
光
の
案
内
拠

点
と
し
て
の
、
道
の
駅
「
越
前
」
の
オ
ー
プ

ン
、
そ
し
て
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
に
お

い
て
は
、
長
崎
国
体
で
連
覇
を
果
た
し
、
全

国
高
校
選
抜
、
全
国
高
校
総
体
を
含
め
て
3

冠
を
勝
ち
と
ら
れ
た
こ
と
は
、
越
前
町
だ
け

で
な
く
、
福
井
県
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
新
た
な

歴
史
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
日
本

中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選

手
権
大
会
に
お
い
て
も
男
子
は
2
年
連
続
優

勝
、
女
子
は
3
年
連
続
優
勝
と
明
る
い
話
題

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
、
2
月
1
日
に
合
併
10
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
、
町
民
の
方
々
と
共
に
、
お

祝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
審
議

能
力
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
街
づ
く
り
に
、
議
員
自
ら
政
策
提
案
す
る

た
め
の
能
力
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
議
会
が
住
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
議
会
の
改
革
を
推
進
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
年
も
町
民
皆
様
の

議
会
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

安　

井　

賢　
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長
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◎部門別職員数の状況

区　　分
職　　　員　　　数

対前年増減数
平成25年 平成26年

普
通
会
計

一 般 行 政 部 門 216人 212人 △4人
教 育 部 門 　57人 　57人 0人

小 計 273人 269人 △4人
公 営 企 業 等 部 門 　23人 　23人 0人
合 　 　 　 計 296人 292人 △4人
※1　各年4月1日現在です。　　※2　教育部門の職員数には教育長が含まれます。

◎職員の給与費の状況（平成25年度普通会計決算）
職　員　数
Ａ

給　　　　与　　　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

272人 957,049千円 82,294千円 332,357千円 1,371,700千円
一人当たり給与費　Ｂ／Ａ 5,043千円

※職員手当には退職手当を含みません。　　※職員数は普通会計における平成25年4月1日現在の人数です。（教育長は含みません。） 

◎職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区　　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.1歳 303,900円 333,816円
技能労務職 53.2歳 261,400円 270,745円

※1　「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※2　「平均給料月額」とは、平成26年4月1日現在における各職種ごとの職員の平均給料月額です。
※3　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など諸手当の額を合計したものです。

◎人件費の状況（平成25年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（平成26.3.31現在）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

23,225人 12,791,056千円 713,598千円 1,998,709千円 15.6％
※人件費には、職員給与のほか、町長など特別職の給与、議員報酬、退職手当組合負担金、地方公務員共済組合負担金などを含みます。

　越前町の人事行政の透明性、公平性を図るため、地方公務員法および越前
町人事行政の運営などの状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や
職員数などの人事行政の運営などの状況について公表します。

人事行政人事行政のの運営など運営などのの状況状況をを公表公表しますします

◎職員の初任給の状況
　（平成26年4月1日現在）  

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒
越前町 161,600円 140,100円
国 172,200円 140,100円

◎職員の退職手当の状況（平成26年4月1日現在）  
区　　　分 自 己 都 合 勧 奨 ・ 定 年
勤続20年 21.62月 27.025月
勤続25年 30.82月 36.57月
勤続35年   43.7月 52.44月
最高限度額 52.44月 52.44月

◎特別職の給料、報酬などの状況（平成26年4月1日現在）
区　　　分 給料または報酬月額 期末手当
町　　　長 880,000円  6 月期　1.40月

12月期　1.50月
　 計　　2.90月（加算措置：20％）

副　町　長 680,000円
教　育　長 580,000円
議　　　長 320,000円  6 月期　1.00月

12月期　2.00月
　 計　　3.00月（加算措置：15％）

副　議　長 250,000円
議　　　員 240,000円

◎職員の期末・勤勉手当の状況（平成26年4月1日現在）
区　　　分 期末手当 勤勉手当 計
 ６　月　期 1.225月 0.675月 1.90月
12　月　期 1.375月 0.675月 2.05月

計 2.60月 1.35月 3.95月
加算措置の状況 職務上の段階、職務の級などにより加算措置があります。

　その他、職員手当・勤務
条件・分限および懲戒処分・
服務・研修・福祉・公平委
員会の状況については、町
ホームページで公表してい
ますのでご覧ください。

わたしたちわたしたちののまちまちのの予算予算
補正額は、
一般会計・特別会計・事業会計を合わせ4億4千万円
12月補正予算の主要項目は、次のとおりです。

●織田保健福祉センターの改修による「医療・福祉の充実」
●観光客の誘客促進や観光資源の魅力向上による「観光の活性化」

区　　　分 補正前予算額 補　　正　　額 補正後予算額
一　般　会　計 126億9,734万9千円 3億7,186万7千円 130億6,921万6千円
特　別　会　計 67億9,799万3千円 6,858万1千円 68億6,657万4千円
事　業　会　計 12億8,508万3千円 10万9千円 12億8,519万2千円
合　　　計 207億8,042万5千円 4億4,055万7千円 212億2,098万2千円

※特別会計の補正額の内訳…… 国民健康保険事業特別会計5,105万円、介護保険事業特別会計45万6千円
　　　　　　　　　　　　　　　簡易水道事業特別会計561万6千円、公共下水道事業特別会計354万2千円
　　　　　　　　　　　　　　　集落排水事業特別会計733万7千円、温泉事業特別会計58万円
※事業会計の補正額の内訳…… 上水道事業会計10万9千円

平成２6年度
12月補正予算

予　算　規　模

主　な　事　業

◆
道
路
の
整
備

　

冬
期
の
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
、
国
道
３
６
５
号
（
梅
浦
地
係
）
と

県
道
越
前
織
田
線
（
道
口
地
係
）
で
、

液
状
凍
結
防
止
剤
自
動
散
布
装
置
を
設

置
し
ま
す
。

◆
障
が
い
児
福
祉
と
医
療
環
境
の
充
実

　

織
田
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
※
や
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
室
な
ど
に
利
用
し
ま
す
。

※
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
日
常
生
活
の
動
作
習

得
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
な
ど
を
受
け

る
施
設

◆
保
育
環
境
の
充
実

　

障
が
い
児
や
低
年
齢
児
を
保
育
し
、

規
定
の
人
数
に
加
え
て
職
員
を
配
置
す

る
私
立
保
育
所
の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

◆ 

農
業
の
担
い
手
の
経
営
支
援

　

農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け
ら

れ
た
農
地
に
つ
い
て
、
農
地
の
出
し
手

（
集
落
、
農
家
組
合
、
所
有
者
、
耕
作

者
な
ど
）
に
対
し
、
地
域
集
積
協
力
金
、

経
営
転
換
協
力
金
、
耕
作
者
集
積
協
力

金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
漁
業
の
担
い
手
の
育
成

　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
越
前
が

に
な
ど
の
漁
業
の
担
い
手
の
育
成
と
研

究
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
を
財
源
に
、
漁

業
の
担
い
手
育
成
推
進
基
金
を
積
み
立

て
ま
す
。

◆
観
光
客
の
誘
客
促
進

　

道
の
駅
「
越
前
」
の
オ
ー
プ
ン
や
越

前
が
に
漁
の
解
禁
に
よ
る
冬
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
、
町
へ
の
団
体
観
光
客
の

誘
致
を
増
や
す
た
め
、
越
前
町
観
光
連

盟
の
活
動
に
よ
り
、
旅
行
会
社
の
宿
泊
・

日
帰
り
団
体
旅
行
の
企
画
実
施
を
支
援

し
ま
す
。

◆
観
光
資
源
の
魅
力
向
上

　

越
前
水
仙
や
越
前
海
岸
な
ど
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
な
観

光
資
源
と
な
る
「
貧
谷
の
滝
」
の
駐
車

場
、
遊
歩
道
、
展
望
場
所
、
案
内
板
な

ど
の
周
辺
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

生
活
基
盤
の
整
備

医
療
・
福
祉
の
充
実

農
林
水
産
業
の
振
興

観
光
の
活
性
化

凍結防止剤自動散布装置
設置イメージ織田保健福祉センター

貧
ひん

谷
だん

の滝（血ヶ平）
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新
・
越
前
町
誕
生

指
定
管
理
者
制
度
を
本
格
導
入

　

平
成
17
年
2
月
、
福
井
県
内
で
は
、
あ
わ
ら

市
、
南
越
前
町
に
つ
ぐ
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、

当
時
の
朝
日
町
、
宮
崎
村
、
越
前
町
、
織
田
町

の
4
つ
の
町
村
が
ひ
と
つ
に
な
り
新
し
い
越
前

町
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
関
敬
信
町
長
が
新
し
い
町
の
礎
と
な

る
4
町
村
に
つ
い
て
、
3
つ
の
特
長
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
同
じ
丹
生
郡
に
属
し
、
行
政
や
住
民

の
気
心
が
お
互
い
に
分
か
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は

規
模
的
に
似
か
よ
っ
て
い
る
。
三
つ
目
は
そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
っ
た
個
性
、
特
色
を
備
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
新
町
建
設
計
画
で
は
「
人

と
技 

海
土
里 

織
り
な
す 
快
適
な
ま
ち
」
が
基

本
方
針
と
な
り
ま
し
た
。
4
つ
の
町
村
が
受
け

継
い
で
き
た
自
然
や
伝
統
文
化
、
地
域
産
業
を
、

新
し
い
越
前
町
と

な
っ
て
か
ら
も
守

り
育
て
て
い
く
こ

と
。
さ
ら
に
合
併

し
た
町
の
総
合
的

な
ス
ケ
ー
ル
の
中

で
、
快
適
な
住
空

間
の
創
造
と
、
文

化
の
薫
り
が
高
い

ま
ち
づ
く
り
を
、

推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
多
様
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
す
る
た
め
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
民

間
事
業
者
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
従
来
の
管
理
委
託
制
度
に
代
わ
り

創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
公
共
的
な
団
体
に
限
ら
れ
て
い
た
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
、
民
間
事
業
者
も
含
め
た
幅

広
い
団
体
も
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
管
理
委
託
制
度
は
、
受
託
者
で
あ
る

公
的
団
体
が
設
置
者
で
あ
る
町
と
の
契
約
に
基

づ
い
て
、
公
の
施
設
の
管
理
に
か
か
る
具
体
的

な
事
務
事
業
を
行
う
も
の
で
、
当
該
施
設
の
管

理
権
限
お
よ
び
責
任
は
町
が
有
し
て
お
り
、
利

用
許
可
権
限
（
行
政
処
分
）
な
ど
は
委
託
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
指
定
管
理
者
制
度

は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
権
限
を
指
定

管
理
者
に
委
任
（
代
行
）
し
て
行
わ
せ
る
も
の

で
、
指
定
管
理
者
は
、
管
理
を
幅
広
く
代
行
で
き
、

施
設
の
利
用
許
可
権
限
を
も
ち
、
町
の
承
認
を

得
て
、
条
例
の
定
め
る
範
囲
内
で
の
料
金
設
定

や
、
利
用
料
金
を
自
ら
の
収
入
と
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
平
成
21
年
度
か
ら
段
階
的
に
こ
の
制

度
の
活
用
を
進
め
、
現
在
、
町
内
の
公
共
施
設
の

う
ち
40
施
設
で
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

「
越
前
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定

　

平
成
18
年
9
月
、「
越
前
町
総
合
振
興
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
の
最
上
位
計

画
と
し
て
町
政
の
最
も
基
本
と
な
る
指
針
で
あ

り
、町
民
と
行
政
の
共
通
の
目
標
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
最
重
点
目
標
と
し
て
「
人
口
の
維

持
・
増
加
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

町
で
は
宅
地
造
成
や
地
域
交
通
網
の
整
備
な
ど

の
「
住
環
境
対
策
」
や
、
出
産
・
育
児
支
援
の

強
化
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
な
ど
の

「
少
子
化
対
策
」、
観
光
や
国
際
交
流
事
業
の
推

進
な
ど
の
「
活
性
化
対
策
」
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
年
間
の
観
光
入
込
客
数
で

み
る
交
流
人
口
は
微
増
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

国
勢
調
査
で
の
人
口
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
っ
て
お
ら
ず
、
当
初
の
目
標
達
成
は
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

越前町の人口と交流人口の推移

20,000
平成12年

25,017

交流人口

126 23,995
117

160

23,160

25,000

96

平成17年 平成22年 平成27年
（当初目標値）

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

50
（万人）

70

90

110

130

150

170

人口
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11
月
22
日
の
「
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画

の
つ
ど
い
」
で
の
男
女
共
同
参
画
都
市
の
宣

言
文
唱
和
を
今
年
で
結
婚
10
周
年
を
迎
え
た

ご
夫
婦
に
お
願
い
し
ま
し
た
。そ
の
中
に「
広

報
え
ち
ぜ
ん
」
の
創
刊
号
で
表
紙
を
飾
っ
て

い
た
だ
い
た
、
堤
浩
二
さ
ん
・
徳
美
さ
ん
夫

婦
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の

こ
と
や
こ
の
10
年
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
1
．入
籍
の
日
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

徳
美
さ
ん　

婚
姻
届
を
出
し
た
の
は
2
月
3
日
の
日

曜
日
で
し
た
。
今
の
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
と
こ
ろ
に
出
し
ま
し
た
。
1
月
の
終
わ
り
に
母
に

婚
姻
届
を
取
り
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
2

月
3
日
が
ち
ょ
う
ど
二
人
と
も
仕
事
が
休
み
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
日
に
提
出
し
ま
し
た
。
母
か
ら
は
「
2

月
1
日
か
ら
越
前
町
が
合
併
す
る
か
ら
、
も
し
か
し

た
ら
第
1
号
に
な
る
か
も
」
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

浩
二
さ
ん　

特
に
狙
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た

ま
二
人
の
休
み
が
合
っ
た
か
ら
と
い
う
感
じ
で
す
。

Ｑ
2
．こ
の
10
年
間
で
変
わ
っ
た
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

徳
美
さ
ん　

二
人
の
関
係
で
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
。
お
互
い
干
渉
し
す
ぎ
ず
、
楽
し
く
生
活

し
て
い
ま
す
。

浩
二
さ
ん　

自
分
は
宮
崎
地
区
か
ら
越
前
地
区
に
移

り
住
ん
で
、
最
初
よ
り
は
地
域
に
溶
け
込
ん
で
き
た

か
な
と
思
い
ま
す
。

徳
美
さ
ん　

私
た
ち
、
結
婚
当
初
は
福
井
市
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
福
井
に
移
住
し
よ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
出
産
後
、
や
っ
ぱ
り
越
前
町

で
育
て
た
い
と
思
い
、
地
元
に
帰
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
最
初
は
、
浜
に
婿
入
り
の
か
た
ち
で
来
て
も
ら
う

の
で
、
大
変
か
な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
ホ
ン
ト
に
良

か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
子
た
ち
に
も

ず
っ
と
越
前
町
で
暮
ら
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思

い
ま
す
。

Ｑ
3
．こ
れ
か
ら
10
年
間
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

徳
美
さ
ん　

私
た
ち
に
は
小
学
3
年
生
と
2
年
生
の

男
の
子
2
人
と
4
歳
の
女
の
子
1
人
の
計
3
人
の
子

ど
も
が
い
ま
す
。
今
は
こ
の
3
人
の
子
ど
も
た
ち
を

立
派
に
育
て
上
げ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
だ
か
ら
、

旦
那
の
こ
と
は
か
ま
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

浩
二
さ
ん　

10
年
後
と
い
う
と
一
番
上
の
男
の
子
が

高
校
を
卒
業
す
る
く
ら
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
が
大
変
だ
と
思
う
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

頑
張
っ
て
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
美
さ
ん　

幸
い
二
人
と
も
両
親
が
健
在
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
4
．最
後
に
「
越
前
町
」
に
つ
い
て
感
じ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

浩
二
さ
ん　

合
併
し
て
約
10
年
経
つ
そ
う
で
す
が
、

未
だ
に
地
域
的
な
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

徳
美
さ
ん　

例
え
ば
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
や
っ
て
い
る
「
魚
の
さ
ば
き
方
講
座
」
な
ん
か
を

朝
日
地
区
で
開
催
し
た
り
、
宮
崎
や
織
田
地
区
の
畑

作
り
の
コ
ツ
な
ん
か
を
越
前
地
区
で
畑
を
し
て
い
る

人
に
教
え
て
く
れ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が

補
い
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
も
っ
と
町
全
体

が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

第
1
次
産
業
の
大
切
さ
を
体
験
学
習
な
ど
で
、
も
っ

と
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
越

前
地
区
で
い
う
と
漁
業
の
担
い
手
が
減
っ
て
、
衰
退

し
て
し
ま
う
と
魚
屋
や
民
宿
・
旅
館
も
営
業
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
店
の
灯
り
が

消
え
て
い
く
の
は
、
地
元
の
住
民
に
と
っ
て
は
寂
し

い
で
す
。

浩
二
さ
ん　

越
前
町
に
は
越
前
が
に
や
越
前
焼
な

ど
、
全
国
に
誇
れ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う

の
で
、
う
ま
く
情
報
発
信
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

堤浩二さん・徳美さんご夫婦
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結
婚
10
周
年
夫
婦

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

広
報
誌
で
振
り
返
る　

  

年
の
歩
み
第
一
回
（
平
成
17
年
〜
21
年
）

1010

 

7
月 

越
前
町
地
域
防
災
計
画
を
策
定

 

9
月 

第
1
回
越
前
町
朝
日
ど
ろ
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

 

12
月 

越
前
町
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
を
開
催

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

 

3
月 

飲
酒
運
転
違
反
者
県
内
ワ
ー
ス
ト
1
を
返
上

 

6
月 

友
好
交
流
都
市
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
ラ
バ
マ
州

モ
ン
テ
バ
ロ
市
の
市
長
が
来
町

 

10
月 

越
前
町
交
通
安
全
条
例
を
施
行

 

12
月 

越
前
町
民
指
標
が
決
定

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

 

1
月 

朝
日
中
学
校
の
新
校
舎
が
完
成

 

3
月 

関
町
政
の
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト

 

6
月 

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト

ピ
ア
朝
日
を
ご
視
察

 
 

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署
丹
生
分
署
が
完
成

 

9
月 

町
立
3
保
育
所
の
民
営
化
を
図
る
た
め
、
指
定
管

理
者
を
決
定

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

 

2
月 

3
町
1
村
が
合
併
し
、
新
「
越
前
町
」
誕
生

 

3
月 

新
「
越
前
町
」
の
初
代
町
長
に
関
敬
信
氏
が
就
任

 

6
月 

越
前
町
誕
生
記
念
式
典
開
催

 

10
月 

国
民
文
化
祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５
の
会
場
と
し
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

 
 

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
朝
日
多
目
的
ホ
ー

ル
落
成

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

 

3
月 

越
前
町
の「
花
・
木
・
鳥
・
魚
」が
決
定

 

6
月 

越
前
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
号
」

の
運
行
開
始

 

8
月 

越
前
町
環
境
条
例
を
施
行

 

9
月 

越
前
町
総
合
振
興
計
画
を
策
定

 

10
月 

越
前
町
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
が
国
際
公
認
を
取
得

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

 

4
月 

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
・
ひ
ま
わ
り
の
里
（
赤
井
谷
）

分
譲
開
始

 

6
月 

国
道
４
１
７
号
青
野
鎌
坂
バ
イ
パ
ス
が
全
区
間

供
用
開
始

越前町コミュニティバスの出発式役場に立ち寄られた天皇皇后両陛下 モンテバロ市長が本庁を表敬訪問

平
成
17
年
〜
21
年
の
主
な
出
来
事
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第37回西日本小学生・中学生6人制ホッケー選手権大会
朝日スポ少男子優勝！朝日中男子（朝日JHS）、朝日中女子がアベック優勝！
　11月15・16日、滋賀県立伊吹運動場で第37回西日本中学生6人制ホッケー選手権大会が開かれ、男子
28チーム、女子27チームが出場し、福井県からは、朝日中学校男子3チーム、女子2チーム、織田中学校
男子、女子それぞれ1チームが出場しました。
　男子の部では、朝日、朝日 JHSの両チームが決勝進出を果たしました。同門対決となった決勝では、延
長の末に1点を奪った朝日 JHSが優勝を勝ち取りました。女子の部でも、朝日が順当に勝ち上がり、決勝
で強豪の仁多（島根県）を5－2で倒し、男女アベック優勝という快挙を成し遂げました。
　また、11月22・23日には、同会場で小学生の部が開かれ、男子20チーム、女子15チームが出場し、
福井県からは、朝日スポ少男子4チーム、女子2チーム、常磐スポ少男女それぞれ1チームが出場しました。
　男子の部では、朝日が危なげなく決勝に進出しました。決勝の相手の小矢部選抜（富山県）とは延長0－
0の熱戦を繰り広げ、最後はSO（シュートアウト）を制し、優勝に輝きました。女子の部でも、朝日がみ
ごとに決勝に進出しましたが、春照（滋賀県）との熱戦の末、延長0－1で惜しくも敗れました。
　今回優勝したチームも、残念ながら優勝に届かなかったチームも、この冬にしっかり力をつけて、今後の
活躍に期待したいと思います。

▲アベック優勝の朝日中学校男女ホッケー部▲優勝した朝日スポ小男子と準優勝の朝日女子チーム

西川県知事を表敬訪問し、全国大会優勝の成績を報告しました
　12月5日、第15回全日本中学生都道府県対抗11
人制ホッケー選手権大会で、2年連続でアベック優勝
した福井県男子チームと女子チーム、監督が大会結
果を報告するため、西川知事を表敬訪問しました。
　知事が選手たちに感想を尋ねると、接戦を粘り強く
勝ち上がった男子は「全員で力を合わせて戦えまし
た」（為国主将）と熱く語り、圧勝で3連覇を果たした
女子は「楽ではありませんでした。後輩にはぜひ4連
覇してほしいです」（藤原主将）とエールを送りました。
【男　　子】　為国龍次（主将）・山内大輝・宮川洸季・
　　　　　　谷川和也・北野竜也・黒田和弘
【男子監督】　谷伸一（朝日中）
【女　　子】　藤原綾乃（主将）・奥本伶奈・徳井夏音・
　　　　　　井上優奈・桑原ひなた・小林久留海・
　　　　　　加藤守悠
【女子監督】　吉田能克（朝日中）
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国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰
に
も
訪
れ
る
老
後

の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
な
ど
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
武
生
年
金
事
務
所
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

住
民
課　

☎
３
４-

８
７
０
８

　
　
　
　
　

武
生
年
金
事
務
所　

☎
２
３-

１
１
２
６

　

織
田
病
院
の
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
を
更

新
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
強
い
磁
力
と
電
波
を
使
い
体
内
の

状
態
を
断
面
像
と
し
て
描
写
し
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、
体
内

の
様
々
な
病
巣
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
特
に
脳

や
肝
臓
や
腎
臓
な
ど
の
上
腹
部
、
脊
椎
、
四
肢
な
ど
の
病
巣

に
関
し
て
は
、
圧
倒
的
な
検
査
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。　

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
Ｘ
線
を
使
用
し
な
い
た
め
身
体
に
負
担
の
あ

る
放
射
線
被
ば
く
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

従
来
の
装
置
と
比
べ
、
検
査
時
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
り

患
者
さ
ん
の
負
担
も
減
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鮮
明
で
高
精
細
な
画
像
を
撮
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
よ
り
正
確
な
診
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

越
前
町
国
民
健
康
保
険
織
田
病
院

　
　
　
　
　

☎
３
６-

１
０
０
０

　

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
会
話
を
中
心
に
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
、
年
齢
、

性
別
、
英
語
能
力
な
ど
関
係
な
く
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

ま
す
。

日　
　

時　

1
月
9
日（
金
）　

午
後
7
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

以
降
、
毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
、
3
月
13
日
ま

　
　
　
　
　

で
を
予
定
）

講　
　

師　

イ
ゴ
ル
キ
ナ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
（
英
語
教
師
）

場　
　

所　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料　

４
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員　

３
，０
０
０
円
）

定　
　

員　

15
人

申
込
締
切　

1
月
7
日（
水
）

申
込
・
問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会　

☎
３
４-

８
７
１
３

20
歳
に
な
っ
た
ら『
国
民
年
金
』

磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）を
更
新
し
ま
し
た

楽
し
い
英
会
話
教
室（
中
級
）を
開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
（
第
6
期
）
に
お
け
る
介
護
保

険
事
業
計
画
お
よ
び
高
齢
者
福
祉
計
画
の
内
容
を
介
護
保
険

事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
で
審
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
計
画
案
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
町
の
考
え
方
と
あ
わ
せ
て

公
表
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

1
月
15
日（
木
）ま
で

計
画
案
閲
覧
場
所

　

高
齢
福
祉
課
窓
口
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、「
介
護
保
険
事
業
計
画
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
と
書
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
電
話
や
口
頭
は
不
可
）

１
．高
齢
福
祉
課
に
持
参

２
．高
齢
福
祉
課
あ
て
に
郵
送
（
1
月
15
日（
木
）必
着
）

３
．Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
４-

０
９
５
１

４
．E-m

ail  kourei@
tow
n.echizen.lg.jp

問
合
せ
先　

高
齢
福
祉
課　

☎
３
４-

８
７
１
１

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

12
月
13
日
・
14
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館
で
宿

泊
研
修
「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
、
町

内
小
学
4
・
5
・
6
年
生
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
と
び
だ
す
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

作
り
に
挑
戦
。
紙
を
切
り
、
型
を
抜
い
て
思
い
思
い
の
カ
ー

ド
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
福
井
の
冬
の
名
物
「
水
よ

う
か
ん
」
を
作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
和
菓
子
屋
さ
ん

に
、
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
水
よ
う
か
ん
を
作

り
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夕

食
後
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
フ
ル
ー
ツ
バ
ス

ケ
ッ
ト
や
ハ
ン
カ
チ
落
と
し
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
宮
崎
中
学
校
体
育
館
で
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
小
学
1
〜
6
年
生
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
低
学
年
は
ド
ッ
チ
ビ
ー
、
高
学
年

は
キ
ン
ボ
ー
ル
を
楽
し

み
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
ど
の

チ
ー
ム
も
優
勝
を
目
指
し

て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

両
日
共
に
、
中
学
生
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
進

行
や
審
判
な
ど
を
務
め
、

会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

11
月
23
・
24
日
、
青
森
県
田
舎
館

村
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
の
都
道
府

県
代
表
お
米
選
手
権
部
門
に
お
い
て
、

来
田
建
治
さ
ん
（
岩
開
）
が
栽
培
し

た
「
に
こ
ま
る
」
が
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。「
に
こ
ま
る
」
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
に
由
来
す
る
品
種
の
お
米
で
、
県

内
で
は
ま
だ
広
く
流
通
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
食
味
値
が
高
く
、
温
暖
な
西
日
本
地
域
で
作
付
面
積

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
内
最
大
規
模
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
4
千
人
を
超
え

る
出
展
者
の
中
か
ら
み
ご
と
受
賞
に
至
っ
た
来
田
さ
ん
は
、

「
毎
年
受
賞
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
美
味

し
い
お
米
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会 「
わ
く
わ
く
リ
ー
ダ
ー

ス
ク
ー
ル
」 「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

都
道
府
県
代
表
お
米
選
手
権
金
賞
受
賞

〜
来
田
建
治
さ
ん
〜

　

毎
月
東
京
で
開
催
さ
れ
る
野
菜
ソ

ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト
（
10
月
の
部
）
に

お
い
て
、
司
辻
校
一
さ
ん
（
小
曽
原
）

が
生
産
す
る
マ
コ
モ
ダ
ケ
が
一
つ
星

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
評
価
員
と
な
り
、
毎
月
各
地
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
さ
れ
る
野
菜
・
果
物
の
中
か
ら
食
味
が
優
れ
た
も
の
を

選
出
し
、
三
つ
星
で
ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
ま
す
。
上
位
の
該

当
者
が
な
い
中
で
、
司
辻
さ
ん
は
み
ご
と
入
賞
し
ま
し
た
。

　

マ
コ
モ
ダ
ケ
は
9
〜
10
月
が
旬
の
イ
ネ
科
の
植
物
で
、
中

華
料
理
で
は
高
級
食
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
司
辻
さ

ん
は
荒
廃
し
た
農
地
の
活
性
化
と
、
農
産
物
の
新
た
な
特
産

化
を
目
指
し
、
約
10
年
前
か
ら
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
7
か
所
の
保
育
所
（
園
）
で
、
食
育
活
動
の
一
環
と

し
て
、
魚
を
使
っ
た
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
越
前
町
漁

協
女
性
部
の
指
導
の
も
と
、
干
し
ガ
レ
イ
作
り
や
干
し
イ
カ

作
り
、
い
ろ
い
ろ
な
魚
介
類
に
触
れ
る
体
験
な
ど
、
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
お
そ
る
お
そ
る
魚
を
触
っ
て
い
た
園
児
も
、
だ

ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
、
干
し
ガ
レ
イ
作
り
や
干
し
イ
カ
作
り

で
は
、上
手
に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。他
に
も
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
魚
を
見
た
り
、
タ
コ
を
茹
で
て
色
が
変
わ
る
様
子
な

ど
を
観
察
し
ま
し
た
。
園
児
が
作
っ
た
干
し
ガ
レ
イ
な
ど
は

家
に
持
ち
帰
り
、家
族
で
分
け
合
っ
て
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

野
菜
ソ
ム
リ
エ
サ
ミ
ッ
ト
入
賞 

〜
司
辻
校
一
さ
ん
〜

お
さ
か
な
体
験
を
し
ま
し
た

▲織田保育所

▲小曽原保育所

▲城崎南保育所

▲朝日北保育所
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越前町スポーツ推進委員募集

越前町商工業支援制度のご案内

スポーツ推進委員とは　
　スポーツ推進委員はスポーツ基本法に基づき、スポーツの推進のための事業の実施に係る連絡調整、地域住民に
対するスポーツの指導や助言を行うことを目的として、教育委員会が委嘱する非常勤職員です。
　越前町では、スポーツに深い関心と理解を持ち、スポーツの指導やスポーツに関する
企画・助言を行うことができる人を募集しています。

越前町商工業支援制度の申請期限が迫っています

制度名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対象者

1 町内で同一事業を1年以上経営し
ていること

2 町内の商工会員、越前焼工業協同
組合および準組合員であること

3 申請時において納期到来した町税
を完納していること

4 町の健全な発展に貢献していると
認められること

1 資本金若しくは出資金3,000万円以下また
は従業員が100人以下の会社および個人

2 町内の商工会員で、国、県および公庫など
の制度資金または金融機関の融資を受けて
いる人で商工会の審査を得たもの

3 町内に本社または本店を有するもの
4 申請時において納期到来した町税を完納し
ていること

町内に事業所を有する中
小企業者で雇用する従業
員について、「中小企業退
職金共済制度」に新たに
加入し、契約の日の属す
る月から起算して12か月
分の掛金を納入した人

対象となる
制度資金

福井県制度資金
日本政策金融公庫貸付
福井県商工貯蓄共済制度資金

1 店舗または工場の新設および運転資金、設
備資金

2 新規部門の導入を行う店舗または工場の増
築または新築および運転資金、設備資金

利子補給額
または

補給金の額

借入金額の0.3%以内
（一事業者の利子補給対象借入限度
額は1,000万円まで）

融資を受けた資金に対する支払利子額の1/2以内
●新規事業 : 借入限度額3,000万円、
　　　　　  利子補給限度率4%　3年間
●新 部 門 : 借入限度額1,000万円、
　　　　　  利子補給限度額3%　2年間

契約締結時の共済掛金月
額の12か月分の20%

申請書
提出先

商工会員…越前町商工会
越前焼工業協同組合員、準組合員
…………………越前焼工業協同組合

越前町商工会 越前町商工観光課

提出期限 1月13日（火） 1月13日（火） 1月31日（土）

スポーツ推進委員の職務　
①町民の求めに応じてスポーツの指導を行う。
②町民のスポーツ活動の促進のための組織の
育成を図る。

③教育委員会や教育機関の行うスポーツ行事
または事業に協力する。

④スポーツ団体、その他の団体のスポーツ行
事または事業に協力する。

⑤町民に対し、スポーツについて
の理解を深め、町民のスポーツ
推進のための指導助言を行う。

スポーツ推進委員の主な活動
①町の開催する会議に出席し、スポーツ活動
や事業の企画や検討を行う。

②研修会などに参加し、資質の向上に努める。
③町が主催する体育行事の運営に携わる。
④総合型地域スポーツクラブ（えちぜんスポー
ツクラブ）の活動に協力する。

⑤地域において、町民の日常的
なスポーツ推進に努める。

【募集資格】
（1） 平成27年4月1日現在で越前町内に居住する満20歳以上の人
（2） スポーツについて関心があり、かつ、定例会に出席できる人
 （定例会は年2~3回程度開催する予定です。）
（3） スポーツ行事に積極的に参加できる人
【募集期間】平成27年1月13日（火）から2月20日（金）
【委 員 数】16人以内
【処　　遇】
1. 身　　分　越前町非常勤特別職職員
2. 任　　期　平成27年4月1日～平成29年3月31日（2年間）
3. 報酬など   ① 条例の規定により報酬を支給する。
　　　　　　 ② 規定に基づき、活動に応じた旅費を支給する。
【応募方法】
　越前町スポーツ推進委員応募用紙（越前町HPに掲載）に記入
の上、越前町教育委員会スポーツ振興課に持参または郵送、FAX
により申し込むこと。
【選考方法】
　候補者の中から書類選考などで委員を決定する。選考結果につ
いては、後日通知する。

問合せ先　スポーツ振興課　☎34‒8730

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

　出初式は、消防団員の士気高揚を図るとともに、町民に消防力を公開し、消防活動に　出初式は、消防団員の士気高揚を図るとともに、町民に消防力を公開し、消防活動に
対する認識と信頼を深め、あわせて防火思想の関心を高めることを目的としています。対する認識と信頼を深め、あわせて防火思想の関心を高めることを目的としています。

日 時
場 所

１月12日（月・祝）　午前９時３０分～正午

※赤線部は当日１０時から１２時まで通行止めになりますのでご協力お願いします。

○会場で、限定１００人に振舞餅を配布します。ぜひ、ご来場ください。

宮崎コミュニティセンター　一帯

平成２７年 越前消防団出初式平成２７年 越前消防団出初式

鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎３６‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119

問合せ先

鯖江・丹生消防組合ホームページ　http://www.fd-sabaenyu.jp/

宝くじ助成を活用して
消防用ホースを購入しました

　（財）自治総合センターが行う『コミュニティ助成事業』で
消防用ホース24本を購入し、町内の消防団へ配備しました。
　この事業は地域防災リーダーである
消防団の資機材拡充を図るとともに宝
くじの普及・広報事業を行うことを目
的としています。

宮崎中央保育所

式典会場
（10時～11時）

江波児童公園

来賓
駐車場

来賓
駐車場

国道365号線

天王川

宮崎コミュニティセンター

一般駐車場

分列行進会場（9時30分～9時50分）

一斉放水会場（11時20分～11時40分）

N
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越前地域コミュニティ運営委員会

　12月6日、道の駅「パークイン丹生ヶ丘」で、クジャクやゾウ
などの動物をモチーフにしたイルミネーション「冬のきらきら動物
園」の点灯式を行いました。
　点灯式には、イルミネーションを制作した親子ら約20人が参加
し、マスコットキャラクターのあさりんを引くトナカイなどに光を
灯しました。
　1月9日（金）までの毎日午後5時～10時まで点灯していますので、
ぜひ動物たちを見に来てください。

越越越前前前前地地地域域域域ココココミミミュュニニテテティィィ運運運運営営営営委委委委員員員員会会会

第106回

男女共同参画室　 ☎34 ｰ 8715問合せ先

えちぜん男女共同参画のつどいが開催されました
　11月22日、「えちぜん男女共同参画
のつどい」が開催されました。
　創設10周年を迎える“ま～るく参
画一座”がオープニングをかざり、
結婚10周年を迎える4地区のご夫妻
が宣言文を唱和しました。
　講演会では、ＮＨＫエグゼクティ
ブアナウンサーの渡邊あゆみさんを
講師に迎え、「張り合わない生き方」と題して
これまでの経験について話をされました。
　張り合わないようにするには、「どうしたら
その状況を改善できるか考え、さらにその結
果を楽しむこと」と述べられました。
　アンケートでは「一人ひとりの意識高揚の
ため出来ることからがんばる」などの感想が
ありました。

～みんなでつくる地域コミュニティ～～みんなでつくる地域コミュニティ～

朝日地域コミュニティ運営委員会

　

福
井
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
2
月
の
1
か
月
間
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
定
め
、
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、
遺
言
・
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談

　

期　

間　

2
月
1
日（
日
）〜
2
月
28
日（
土
）

　

場　

所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

司
法
書
士
・
公
証
人
に
よ
る

「
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
登
記
・
税
金
な
ん
で
も
相
談
会
」

　

日　

時　

2
月
7
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　

場　

所　

①
福
井
県
繊
協
ビ
ル　

8
階
８
０
３
号
室
（
福
井
市
大
手
3
丁
目
７‒

１
）

　
　
　
　
　

②
鯖
江
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室
（
鯖
江
水
落
町
2
丁
目
30‒

１
）

　
　
　
　
　

③
プ
ラ
ザ
萬
象　

第
3
会
議
室
（
敦
賀
市
東
洋
町
１‒

１
）

問
合
せ
先　

福
井
県
司
法
書
士
会　

☎
０
７
７
６‒

３
０‒
０
０
０
１

　

放
送
大
学
は
正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
約
9
万

人
、県
内
で
は
約
６
２
０
人
の
社
会
人
、職
業
人
の
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
自
宅
の
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
学
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で

送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
入
学
生　

願
書
出
願
は
3
月
20
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先　

〒
９
１
０‒

０
８
５
８

　
　
　
　
　

福
井
市
手
寄
1
丁
目
４‒

１（
ア
オ
ッ
サ
７
Ｆ
）

　
　
　
　
　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６‒

２
２‒

６
３
６
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６‒

２
２‒

６
４
３
１

　
　
　
　
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集
中

▲ま～るく参画一座「10年のあゆみ」

▲参加者の皆さん

▲講師  渡邊あゆみさん

▲結婚10周年を迎えるご夫婦の宣言文の唱和

チチャャレレンンジジフフェェススタタ
越前コミュニティセンターで

あそんじゃおう！

最後にみんなで、最後にみんなで、
餅つきをします！餅つきをします！

小学生の
皆さん

日 時  1月25日（日） ９：３０～１２：3０

場 所  越前コミュニティセンター

越前地域コミュニティ運営委員会
☎37－7710

問合せ先

陶芸にチャレンジ！ 陶芸にチャレンジ！ 

科学実験にチャレンジ！科学実験にチャレンジ！

キャップケーキ作りキャップケーキ作り
にチャレンジ！にチャレンジ！（宮崎コミュニティ運営委員会協力）

★越前焼の恐竜をつくろう！
  （参加費200円）

★電池をつくろう！
★スライムをつくろう！ （参加費無料）

★ペットボトルキャップを
　使ったクラフトです
  （参加費100円）

朝日地域コミュニティ運営委員会　☎34－7771問合せ先

イルミネーションで 「冬のきらきら動物園」

募
集
の
種
類

教
養
学
部

・科目履修生（6か月在学）
・選科履修生（1年間在学）
・全科履修生
　（4～ 10年在学し、卒業し
　 学位の習得）

大
学
院
・修士科目生（6か月在学）
・修士選科生（1年間在学）

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成26年度町道福井線道路改良工事（その１） 8,748,000 円 ㈱丸安建設 建 設 課
平成25年度 (繰 )町道福井線道路改良工事（その５） 5,508,000 円 西田中建設㈱ 建 設 課
平成26年度町道堂山・下野線道路改良工事（その１） 3,218,400 円 前田建設㈱ 建 設 課
平成26年度町道厨11号線道路維持補修工事 2,872,800 円 ㈱中西 建 設 課
平成26年度町道午房ヶ平線道路維持補修工事 2,808,000 円 ㈱中西 建 設 課
平成26年度町営住宅解体工事 2,376,000 円 ㈲ニューチップ 住宅政策室
平成26年度農地海岸駐車場舗装工事 17,928,000 円 ㈱大生 農林水産課
平成26年度農地海岸駐車場整備工事 15,768,000 円 橋本建設㈱ 農林水産課
平成26年度農山漁村活性化プロジェクト支援交付
金平等地区第２号工事 2,505,600 円 ㈲ニューチップ 農林水産課

平成25年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上） 11月16日～12月15日
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追加健診を実施します！追加健診を実施します！

健　診　日
（曜　日） 会　場　名 受付時間 健康診査 肺がん

検診
乳がん
検診

子宮
頸がん
検診

大腸がん
検診

1月25日（日） 越前町役場 9：00～10：00 ● ● ● ● ●

○健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。健診当日は健康保険証を必ず、ご持
参ください。
①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込ん
でください）

③後期高齢者医療保険に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず、事前に申し込んでください）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。

○がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行って
います。

　各健診日の3日前までに電話でお申し込みください。
＊健康診査と同じ時間帯に、肝炎ウイルス検査および前立腺がん検診（血液検査）を実施しています。

健康増進室  ☎36 ｰ 1375　　保健衛生課  ☎34 ｰ 8710問合せ先

＊今年度、健診をまだ受けていない人、無料クーポン券がお手元にある人はぜひ、お受けください。
　（医療機関で個別に健診を受ける場合、受診券の有効期限は1月31日（土）までです。）

特定健診・がん検診
などを

受けそびれてしまっ
た人へ

●予約制（匿名でも可）　●相談時間は、一人４５分程度（内容により時間が前後することがあります。）

保健衛生課　☎34 ｰ 8710問合せ先

1月27日（火）  午前9時30分～正午
越前町役場別館

無　料

千
せん

崎
ざ き

　愛
あい

 さん（臨床心理士）

日　時

カウンセラー

場　所

料　金

子どもの発達相談や、スクール
カウンセラー、大人のストレス
相談など幅広い経験をもったカ
ウンセラーが応じます。

「心をいやす相談会」のご案内  

　「眠れない日が続いている」「ひどいストレスを感じている」「人間関係で悩ん
でいる」「気持ちが落ち込んでいる」などつらい気持ちを自分ひとりで抱えていま
せんか？カウンセラーと話をすることで、解決の糸口が見つかることもあります。
　お気軽にご相談ください。ご家族の皆さんの相談にも応じます。

「第40回水仙まつり」開催

ひなまつりリース作り

　水仙の見ごろを迎える、1月17日（土）から31日（土）
の週末を中心に、「第40回水仙まつり」が南越前町・越前
町で開催されます。
　越前町では、1月24日（土）・25日（日）に「水仙・カニ
フェア」を道の駅越前駐車場にて開催します。水仙娘の手
渡しによる越前水仙の
プレゼントや、越前が
にをはじめとする地元
特産品の販売が行われ、
豪華景品が当たるビン
ゴ大会など楽しい企画
をご用意しています。

日　時　2月15日（日）
　　　　午後1時30分～午後3時　
料　金　入園料+材料費（300円）
定　員　20人（要予約）
詳しくはHP（http://www.fukui-bot.jp/）まで

問合せ先　越前海岸観光協会連合会（越前町観光連盟内）　☎37-1234

日　時　1月24日・25日
場　所　道の駅越前
内　容　水仙配布、特産品販売、
　　　　ビンゴ大会など

1月の越前陶芸村文化交流会館イベント情報1月の越前陶芸村文化交流会館イベント情報
1月の休館日  1日～5日・13日・19日・26日　　開館時間  午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

入館無料

福ふく干支「ひつじ展」
日時／12月20日（土）～2月1日（日）

2015年の干支「ひつじ」をモチーフ
として、越前焼をはじめ、さまざまな
工芸品を展示し、新春を華やかに迎
えます。

珈琲サロン「Self Café  越前焼で珈琲時間」
好みの越前焼カップでコーヒーが飲める！（常設） 常時100点以上ある越前焼作家のコーヒー

カップの中からお好きなカップを選んで珈琲
が楽しめるセルフカフェ
陶芸公園を眺めながら、ゆったり…のんびり…

陶芸村の黄色い

建物といえば

問合せ先　福井総合植物園　☎34-1120

水仙・カニ
フェア
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新米をプレゼントする親心 冨田コズヱ
今日までの賞味期限に急かされる 渡辺　照子

天からのプレゼントだと孫を抱く 竹内　涼子
万華鏡虜にさせる美の世界 山田千栄子 広報えちぜん 18平成27年１月号19 広報えちぜん
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「時間栄養学～時計遺伝子と食事のリズム」より

税務課  ☎34 ｰ 8709問合せ先

★事業主の皆さん　従業員の個人住民税は特別徴収で納めましょう！

武生税務署からのお知らせ

○ 特別徴収制度とは
事業所において、所得税の源泉徴収と同様に毎月の給与が支給される際に、従業員の個人住民税（町民税・県
民税）を給与から天引きして町に納めていただく制度です。

Ｑ 手続きが面倒なのでは？
A 住民税の特別徴収は、所得税のように税額を計算したり年末調整をする必要はありません。町が、従業員ごと
の月々の税額を通知しますので、その税額を毎月の給与から天引きし、合計額を翌月の10日までに、金融機
関を通じて町に納めていただくことになります。

 年度途中からの実施については随時、税務課までお知らせください。
 平成27年度からの実施については、平成26年分の給与支払報告書を提出していただく際、給与支払報告書（総
括表）に、実施する旨を記載してください。

※給与支払報告書は平成27年2月2日までに忘れずに提出してください。

○ 確定申告は、ご自分で作成 して、早めの提出をお願いします！

1 申告相談会場は平成27年2月9日（月）から！
武生税務署の申告相談会場の開設日は、平成27年2月9日（月）からとなっています。確定申告の相談を希望
される人は、開設日以降にお越しください。
なお、申告相談会場の受付時間は、午前9時から午後4時までです。

2 復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
 平成25年分から平成49年分まで、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納税することとされています。還
付申告の方も含め、申告される全ての方について「復興特別所得税額」欄の記載が必要となります。

 確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

※地方税法の規定により、所得税の源泉徴収をしている事業者（給与支払者）は、原則として従業員の
個人住民税を特別徴収しなければならないこととされています。

平成26年分の確定申告期限は、所得税・復興特別所得税・贈与税が平成27年3月16日（月）、個人事業
者の消費税・地方消費税が平成27年3月31日（火）です。

特別徴収の納税のしくみ

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）

事
業
主
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

　
　
　
　
　
　

市　
　

町

④「特別徴収税額決定通知書」
　の配布（納税義務者用）
 （5月31日まで） ③「特別徴収税額決定通知書」

　の送付（特別徴収義務者の
　指定）（5月31日まで）

⑤住民税を給与から差し引き
 （6月分から翌年5月分まで）

①「給与支払報告書」の提出
 （1月31日まで）

⑥住民税を納入
 （翌月10日まで）

⑦退職者などの届出（随時）

⑧「特別徴収税額変更通知書」送付（随時）

②
税
額
の
計
算

こちらこちら
健康増進室健康増進室 みんなで予防！糖尿病みんなで予防！糖尿病 第10回

　糖尿病は、食事の影響が最も大きく現れる病気の一つです。食品の選び方はもちろんですが、同じ食事でも
食べるタイミングや量によって体への影響が違います。
　糖尿病や肥満の増加により、食事のリズムと体内リズム、栄養代謝について研究する「時間栄養学」が最近
注目されるようになりました。この研究により、現代の糖尿病増加の大きな原因のひとつに「朝食の欠食、夜9
時以降の食事が関係している」ことが分かってきました。現代社会は食事のリズムが乱れがちです。糖尿病や
肥満の予防には、朝の光を浴び、朝食を摂取し、夜は暗くして体内時計をリセットし、生活リズムと体内リズム
を合わせていくことが大切です。

 6時 12時 18時 21時

生
活
リ
ズ
ム

体
内
リ
ズ
ム

生活リズムと体内リズム…私の食べ方は体のリズムに合っているの？

昼食

心身の
活動低下

体内時計リセット、
体全体が目覚める

心身の働きが活発に、
エネルギー消費が増大
（朝食欠食はエネルギー
消費を抑え、血糖値が
上がりやすくなる）

夜の9時以降は
時計遺伝子が心
身の活動を低下
させる

脂肪の蓄積

眼の網膜 消化器官

刺　激 睡眠促進

メラトニンを分泌 9時以降に
飲食し、食べ
過ぎると…

言葉や発達がゆっくりだと思われるお子さんを対象にした個別相談会を実施しています。
お子さんの特性に合わせた支援を、こころの先生（心理相談員）と一緒に考えてみましょう。

お気軽にご参加ください。

社会福祉支援室　☎34 ｰ 8724申込・問合せ先

1月8日（木） 午後1時～4時
織田保健福祉センター

臨床心理士

約30分～１時間の個別相談です

無　料

予約制

日　時 相談時間

場　所

スタッフ

料　金

申込み

★★「発達相談会」のお知らせ「発達相談会」のお知らせ★★

睡眠 朝食朝の光 夜（暗）夕食

健康増進室　☎36 ｰ 1375問合せ先

申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で！！
　画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税および復興特別所得税、
消費税および地方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できます。
　また、作成したデータは、「e-Tax（電子申告）」を利用して提出できます。
※e-Tax の利用に際しては、電子証明書の取得（手数料が必要です。）ICカードリーダライタの購入などの事前準備が必要です。

便利な

でデータ通信！

書面で提出！書面で提出！

e-Tax ww
w.nta.go.jp

武生税務署　☎22 ｰ 0890問合せ先

または

国税庁
ホームページの



今日からは愚痴の衣は脱ぎ捨てる 松村　典子
今日も又仏と話し床に入る 武藤　久子

姿見へ見返り美人やってみる 山内　千代
今日の日を感謝しながら眠りつく 山谷　ゆり 広報えちぜん 20平成27年１月号21 広報えちぜん
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1月の越前町関連の番組放送時間表
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

◎ 地域の様々な活動紹介　「いきいき羅針盤」
織田地区成人式実行委員会
【1月31日（土）～2月6日（金）】
•月～金・日曜日
　10：00～、14：00～、16：00～、21：00～
•土曜日　14：00～、16：00～、21：00～

◎ 「丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～」
はぎの保育所
【1月10日（土）～1月16日（金）】
9：10～、12：10～、19：10～  ほか

◎ 「越前町いきいき情報局」
町長　新春あいさつ
【1月1日（祝）～1月3日（土）】
第40回水仙まつり
【 1月4日（日）～1月23日（金）】
平成27年越前町成人式
【 1月24日（土）～2月6日（金）】
•毎日　 7：55～、12：55～、19：55～  ほか

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　　  ☎21－3277
　　　　　URL　http://www.t-catv.co.jp

★人気の本を読んでみよう★
10月1日～ 11月30日までに、越前町の図書館で、よく借りられた本です。

◎ 「土曜の朝は　まいどわいど生放送」
水仙カニフェア
【1月24日（土）】
•生放送　10：00～
•再放送　15：00～、22：00～

◎ 「丹南のお店情報　みせばん」
ドライブイン　くりや（定食）
【1月24日（土）～1月30日（金）】
•月～金曜日　8：00～、13：00～、17：00～、20：00～
•土・日曜日　8：00～、13：00～、18：00～

「越前町図書館本の帯コンクール」優秀作品は、ご覧になりましたか？
まだの人は、ぜひどうぞ！皆さんのご来館、お待ちしています。

【越前分館】平成27年1月7日（水）～平成27年1月17日（土）

【織田分館】平成27年1月 21日（水）～平成27年1月31日（土）

１月は、6日（火）から
開館しています。

≪児童書≫
 1位 「どんぐりむらのぼうしやさん」
   なかやみわ／著
 2位 「ルルとララのチョコレートおはなし
  トントン　２」 あんびるやすこ／著
 3位 「動物ウルトラチャンピオン
  おどろきの動物たちが大集合！」
   スティーブ・パーカー／著
 4位 「どっちがへん？スペシャル」 
   いわいとしお／著
 5位 「おちばいちば」 西原みのり／著

≪一般書≫
 1位 「遺譜　下巻」 内田康夫／著
 2位 「すえずえ」 畠中恵／著
 3位 「神の子　上巻」 薬丸岳／著
 4位 「かわうそ」 あさのあつこ／著
 5位 「クックパッドのおいしい厳選！お肉レシピ」
 6位 「遺譜　上巻」 内田康夫／著
 7位 「Ｎのために」 湊かなえ／著
 8位 「荒神」 宮部みゆき／著
 9位 「私家本椿説弓張月」 平岩弓枝／著
 10位 「背乗り」 竹内明／著

貸
出
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

貸
出
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

※その他の番組の放送予定は、電話または
　ホームページでご確認ください。
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「無料点検」に応じたら…
高額な排水管工事勧誘

　「無料で排水管の点検をする」と業者が訪ねてきた。無料なら、と思い見てもらったところ「工事が必
要」と、排水管の一部がわれている写真を見せられたため、工事契約を結んだ。工事当日、開始後しばら
くして、「水漏れして隣の家まで水が行っている。先に別の工事をしないと大変だ」と言われた。工事費
が合計で７０万円と高額になったので迷っていると、「特別に５０万円にする」と値引きを示され、隣の家に
迷惑がかかるのは困ると思い、契約してしまった。 （６０歳代　男性）

消費者生活の
ご相談は…

総務課 消費生活相談窓口  ☎34－8700
福井県消費生活センター　☎0776－22－1102
消費者ホットライン　　　☎0570－064－370

ひとことアドバイス
●「無料で点検」などと言って訪問し、点検後に消費者の不安をあおり、工事などの契約を結ばせる手口
です。一度契約すると次々と別の契約を迫られるケースもあります。安易に業者を家に居れないよう
にしましょう。

●「特別に値引きする」などと言われても、その場で契約してはいけません。家族や周囲の人に相談しま
しょう。必要ない場合は、きっぱり断ることが大切です。

●契約後や工事完了後でも、クーリング・オフや契約の取り消しなどができる場合があります。お住まい
の自治体の消費生活センターなどにご相談ください。

　子どものすべてを肯定する子育ては一見素晴らしいと思いが
ちですが、いざ子育てが始まるとすべてを受け入れることは容
易なことではありません。そこで今回は茶道や武道など日本伝
統の諸道の精神をご紹介します。

　我が子を守られて育てられるという受動の状態から、自らの手で人生を切り開いていける能動的主導
的な人を育てることが子育ての目的であるとも言えます。抱っこやおんぶなど乳幼児期の甘えの行動を
受け止め（守）、「それは危ない」「汚いから」「触らないで」など過干渉せずに挑戦する場面（破）を見守り、
自分自身で考え行動する（離）機会を待つことが重要です。

「守
しゅ

破
は

離
り

」の精神

守
指導者の言動や価値観を
習い覚え、教えを守って
基本の型となるものを身
につける最初の段階。

破
教えを守るだけではなく、そ
れを破る試みをはじめます。
基本を応用させながら自分
なりの工夫を繰り返すこと。

離
指導者のもとを離れて、
自分自身で学び得たもの
を発展させ、独自の世界
を作り出していくこと。
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コンパクト女を少し主張する 司辻　文子
誕生日折鶴孫のプレゼント 向當みつ子
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越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
2020

―
民
俗
芸
能　

編

―
民
俗
芸
能　

編
33
――

Ｅ
子 
他
に
獅
子
舞
が
登
場
す
る
お
祭
り
っ
て
あ
る

の
で
す
か
？

学
Ｋ 

あ
り
ま
す
よ
。
舞
は
し
ま
せ
ん
が
、
越
前
町
の

指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
「
八
坂
神
社
の
神

事
」に
獅
子
頭
が
登
場
し
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
こ
の
八
坂
神
社
で
す
か
？

学
Ｋ 

朝
日
地
区
の
天
王
に
あ
る
八
坂
神
社
で
す
。
こ

の
神
社
に
も
町
指
定
無
形
文
化
財
の
神
事
以

外
に
、
国
や
県
の
指
定
を
受
け
た
色
々
な
文
化

財
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

あ
！
も
し
か
し
て
御ご

膳ぜ
ん

水す
い

が
湧
き
出
て
い
る

神
社
の
こ
と
で
す
か
？

学
Ｋ 

そ
う
で
す
。
天
王
八
坂
神
社
の
湧
き
水
は
、
神

様
に
お
供
え
す
る
水
と
い
う
意
味
で
御
膳
水

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
を
治
す
効
き
目

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
、
延
命
の
水
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

そ
ん
な
効
き
目
が
あ
る
の
で
す
か
〜
。
今
年
の

若
水
と
し
て
、く
ん
で
く
れ
ば
よ
か
っ
た
。

学
Ｋ 

こ
の
神
社
で
は
、
元
々
、
旧
暦
の
6
月
に
獅し

子し

渡と

御ぎ
ょ

・
祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り

・
水み

無な

月づ
き

祓ば
ら
い

の
3
つ
の
お
祭
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

「
獅
子
渡
御
」は
地
元
の
皆
さ
ん
に「
獅
子
お
わ

た
り
」「
お
し
し
さ
ま
」と
も
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
獅
子
頭
と
一
緒
に
子
ど
も
達

が
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
氏
子
の
地
区
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。

 

京
都
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
に
準
じ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
「
祇
園
祭
」
で

は
、
6
年
に
1
度
、
疫
病
な
ど
の
災
い
を
祓
う

た
め
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
祭

り
で
は
、
同
じ
く
越
前
町
の
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
願が

ん

人に
ん

坊ぼ
う

踊お
ど
り

」
が
奉
納
さ
れ
ま

す
。

Ｅ
子 

神
輿
渡
御
は
新
聞
で
読
み
ま
し
た
よ
！
「
願
人

坊
踊
」は
見
た
こ
と
な
い
で
す
ね
〜
。

学
Ｋ 

華
や
か
な
浴
衣
に
前
垂
れ
を
つ
け
、
た
す
き
を

か
け
た
少
年
た
ち
が
は
や
し
に
あ
わ
せ
て
踊

り
ま
す
。

Ｅ
子 

囃
子
方
が
使
う
楽
器
は
、
や
っ
ぱ
り
笛
で
す

か
？

学
Ｋ 

笛
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に
鐘し

ょ
う

鼓こ

、
拍
子

木
、
手
摺
り
で
す
ね
。
こ
ち
ら
も
地
区
の
有
志

の
皆
さ
ん
が
保
存
会
を
結
成
し
て
、
氏
子
の
子

ど
も
た
ち
に
踊
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

「
水
無
月
祓
」
は
知
っ
て
い
ま
す
よ
！
茅
の
輪

く
ぐ
り
の
こ
と
で
し
ょ
う
？
く
ぐ
る
と
寿
命

が
延
び
る
の
で
す
よ
ね
。
私
、
毎
年
く
ぐ
っ
て

い
ま
す
！

学
Ｋ 

…
一
般
的
に
は
、
確
か
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
神
事
が

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

Ｅ
子 

え
！
そ
う
な
の
で
す
か
！

学
Ｋ 

「
夏な

越ご
し
の

祓は
ら
い

」と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、季
節
の
変

わ
り
目
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
に
疫
病
を
祓

う
こ
と
を
目
的
で
行
わ
れ
て
い
た
と
も
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
祭
礼
な
の
で
す
か
ら
。

Ｅ
子 

そ
う
で
し
た
か
…
。
今
年
は
、
色
々
と
意
味
を

考
え
な
が
ら
お
祭
り
に
参
加
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
！

か
つ
て
神
社
は
モ
リ
だ
っ
た
？

　

―
近
年
の
劔
神
社
境
内
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
探
る
ー

　

今
回
は
劔
神
社
境
内
の
発
掘
調
査
で
新

た
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
二
五
・
二
六
年
度
の
二
年
間
は
、境

内
西
側
の
一
段
高
い
段
丘
に
あ
た
る
、
神

林
（
「
お
は
や
し
」
と
呼
ぶ
）
を
調
査
対
象

と
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
室
町
時
代
の
古
絵

図
で
、
鬱
蒼
と
し
た
森
と
し
て
描
か
れ
た

場
所
で
す
。
境
内
で
最
も
広
い
平
坦
地
で

あ
る
の
で
、
計
一
八
か
所
の
調
査
区
（
幅

二
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
二
〜
四
メ
ー
ト
ル
程

度
）を
設
定
し
ま
し
た
。

　

掘
削
を
進
め
る
と
、
ど
の
調
査
区
も
表

土
か
ら
地
山
ま
で
黒
色
土
が
詰
ま
り
、
深

さ
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
堆
積
し
て
い
ま
し

た
。
古
代
・
中
世
の
遺
構
は
な
く
、
表
面

に
近
世
以
降
の
遺
物
が
混
じ
る
程
度
で
し

た
。
た
だ
二
か
所
か
ら
は
、弥
生
時
代（
約

二
三
〇
〇
年
前
）の
土
坑（
ご
み
穴
）が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
弥
生
時
代
か

ら
現
代
ま
で
、
人
為
的
な
痕
跡
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
二
千
年
近
く
森
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
無
遺
物
の
範
囲
は
猿
田
彦
神

社
の
周
辺
、
水
木
稲
荷
神
社
か
ら
宝
物
殿

あ
た
り
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し

神
林
の
な
か
で
も
、
拝
殿
西
側
か
ら
川
に

か
け
て
の
低
い
一
帯
は
、
祭
祀
な
ど
で
使

用
し
た
土
器
の
捨
て
場
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
境
内
は
遺
物
の
有
無
に
極
端
な
差
が

あ
る
の
で
、
長
期
間
捨
て
な
い
場
所
の
観

念
が
働
い
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

織
田
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
広

大
な
平
坦
地
を
も
つ
境
内
の
一
等
地
に
、

ま
っ
た
く
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

が
驚
き
で
す
。
こ
の
こ
と
は
古
く
か
ら
神

林
が
神
聖
な
地
と
し
て
認
識
さ
れ
、
入
ら

ず
の
場
所
と
し
て
保
持
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
『
万
葉
集
』
に
は
、「
木ゆ

綿う

か
け
て 

斎い
つ

く
こ
の
神も

社り 

越
え
ぬ
べ
く 

思
ほ
ゆ
る

か
も 

恋
の
繁
き
に
」（
巻
七
・
一
三
七
八
）、

「
山
科
の 

石
田
の
社も
り

に 

幣ぬ
さ

置
か
ば 

け
だ

し
吾わ

妹ぎ
も

に 

直た
だ

に
逢
は
む
か
も
」（
巻
九
・

一
七
三
一
）な
ど
の
歌
が
あ
り
ま
す
。

　
「
モ
リ
」
を
神
社
と
す
る
の
が
三
例
、
社

と
す
る
の
が
一
一
例
を
数
え
ま
す
。
つ
ま

り
、
古
く
か
ら
神
社
や
社
を「
モ
リ
」と
呼

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
『
出
雲

国
風
土
記
』
で
は
、「
ヤ
シ
ロ
」
に
「
屋
代
」

と
い
う
字
が
あ
て
ら
れ
、
神
社
の
数
を

「
所
」
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
神
祭
り
の
建

物
の
あ
る
場
所
が
ヤ
シ
ロ
の
原
義
で
あ
り
、

近
く
に
樹
林
を
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
る
と
、
神
林
に

お
け
る
無
遺
物
地
帯
が
考
古
学
的
に
特
定

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
り
、
劔

神
社
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
発

見
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。

織
田
文
化
歴
史
館 

学
芸
員　

堀
大
介

お
く
や
み

新
し
い
家
族
で
す

実　施　日 場　　所 電話番号

1月14日（水） 朝 日 西 保 育 所 34－5602

1月13日（火） あ さ が お 保 育 園 34－1110

1月14日（水） 朝 日 中 央 保 育 所 34－0081

1月14日（水） 朝 日 南 保 育 所 34－1614

1月29日（木） 朝 日 北 保 育 所 34－1762

1月13日（火） 宮 崎 中 央 保 育 所 32－2067

1月21日（水） 小 曽 原 保 育 所 32－2039

毎 日 午 前 中 陶 の 谷 保 育 所 32－3014

毎 日 午 前 中 四 ヶ 浦 保 育 園 37－0305

常 時 西 徳 寺 保 育 園 37－1354

常 時 城 崎 南 保 育 所 39－1801

毎 週 木 曜 日 織 田 保 育 所 36－0160

毎 日 午 前 中 た い ら 保 育 園 36－0251

毎 日 午 前 中 は ぎ の 保 育 園 36－0396

※時間・内容などについては、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
12
月
15
日
現
在
）

（
12
月
15
日
現
在
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

家
族
み
な
さ
ま
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
「
広
報
え
ち

ぜ
ん
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
に
は
ま
っ
た
く
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
衆
議
院
解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
選

挙
が
12
月
14
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
解
散
か

ら
投
票
日
ま
で
の
期
間
は
わ
ず
か
23
日
間
で
、

こ
れ
は
近
年
で
は
２
０
０
０
年
の
総
選
挙
と
同

じ
で
、
現
行
憲
法
下
で
は
１
９
８
３
年
総
選

挙
の
20
日
間
に
次
ぐ
短
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ま
は
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
今
回
、
福
井
か
ら
選
出
さ
れ
た

先
生
方
に
は
、
福
井
の
た
め
、
日
本
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
3
月
に
は
北
陸
新
幹
線
が
長
野

〜
金
沢
間
で
開
業
し
、
東
京
か
ら
金
沢
ま
で
が

最
短
2
時
間
28
分
で
繋
が
り
ま
す
。
北
陸
新
幹

線
と
い
い
な
が
ら
、
福
井
ま
で
延
伸
さ
れ
て
い

な
い
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
首
都
圏
の
人
が
北

陸
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
は
な
る
と
思
う

の
で
、
越
前
町
へ
の
誘
客
も
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

　

越
前
陶
芸
村
内
の
「
越
前
焼
の
館
」
で
見

つ
け
た
、
越
前
焼
で
作
ら
れ
た
今
年
の
干
支

「
未
」
の
置
物
で
す
。「
越
前
焼
の
館
」
に
は

こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
可
愛
ら
し
い
置
物
が
展
示
・
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

なかよしひろば（園開放）なかよしひろば（園開放）

佐
々
生 

五
十
嵐　

吏り

玖く

（
藍
、
男
）

田　

中 

大
橋　

美み

月づ
き

（
直
人
、
女
）

小　

倉 

樋
村　

白し
ろ

羽は

（
芳
彦
、
女
）

小　

川 

野
村　

周ひ
ろ

輝き

（
周
史
、
男
）

江　

波 

宮
下　

司つ
か
さ

（
純
、
男
）

梅　

浦 

梶
谷　

來ら
い

希き

（
聖
、
男
）

平　

等 

北
野　

大た
い

晴せ
い

（
真
邦
、
男
）

細　

野 

渡
邉　

愛ま
な

花か

（
覚
、
女
）

赤
井
谷 

柿
木　

玲れ

菜な

（
洋
平
、
女
）

打　

越 

関　

明め
い

璃り

（
大
吾
、
男
）

西
田
中　

久
守
百
合
子
さ
ん
（
96
歳
）

内　

郡　

石
田　

光
雄
さ
ん
（
73
歳
）

小　

倉　

安
井　

博
惠
さ
ん
（
92
歳
）

下
糸
生　

戸
田　

清
子
さ
ん
（
68
歳
）

樫　

津　

渡
辺　

雪
江
さ
ん
（
74
歳
）

八　

田　

吉
田　

一
馬
さ
ん
（
93
歳
）

新　

保　

福
岡　
　

登
さ
ん
（
82
歳
）

小　

樟　

中
島　

眞
一
さ
ん
（
86
歳
）

大　

樟　

仕
子
は
る
ゑ
さ
ん
（
81
歳
）

大　

樟　

木
村　
　

彰
さ
ん
（
88
歳
）

高　

佐　

河
瀬
久
美
代
さ
ん
（
64
歳
）

　

北　
　

冨
田
ふ
み
子
さ
ん
（
90
歳
）

上　

野　

佐
々
木
マ
ツ
子
さ
ん
（
81
歳
）

寺　

家　

鎌
田
ミ
ツ
ノ
さ
ん
（
92
歳
）

市　

場　

林　
　

政
子
さ
ん
（
95
歳
）

平　

等　

左
近　

久
作
さ
ん
（
87
歳
）

下
河
原　

友
廣
ま
さ
ゑ
さ
ん
（
106
歳
）

細　

野　

伊
部
諭
貴
子
さ
ん
（
76
歳
）

上　

戸　

坂
下　
　

長
さ
ん
（
89
歳
）

人　口 23,010人

　男 11,109人
　女 11,901人
世帯数 7,348戸

（前月より36人減）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

人口と世帯
（12月1日現在）
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